
９/２６ 記者会見 

 

１．内容（※別途資料を説明） 

① 夜間オンデマンド乗合タクシー「ナイトコミタク 2」実証運行開始 

夜間の市民の足の確保と地域経済活性化のために、R5 年度に「ナイトコミタク」を運行し社会

実験をおこなった。今回、その社会実験の課題を踏まえ、AIを活用し最適な運行ルートの設定と、

オンデマンド型にするなど運行内容を抜本的に見直し、「ナイトコミタク２」として実証運行を開

始する。市所有のコミュニティワゴンを活用した自治体ライドシェアで、運行は市内タクシー事

業者に委託。実施主体は「見附市地域公共交通活性化協議会」、財源は国の補助金を活用する。 

公共交通については、中心部から離れた地域の移動手段が課題の一つとなっている。今回の実

証結果を基に課題を洗い直しながら、市民や飲食店の皆さんに喜ばれ、且つ合理的な手法を検討

していく。 

② 映像通報システム「Live119」運用開始 

DXの力を借りて市民の安全安心に繋げるための取り組みの一環で、映像通報システム「Live119」

の運用を 10 月 1 日から開始する。119 番通報者のスマートフォンを利用し、通信指令室へ映像を

送ることで、傷病者の状態や災害現場の詳しい状況を把握できるシステム。通報者にとって難し

いことは何もなく、通常通り 119番をかけるだけ。その場でよくわからなくても対応できる。 

新潟市や他の一部の自治体でも同様のシステムを導入することを発表している。 

③ 公共工事における週休 2日取得を本格的開始 

  就業者の高齢化や担い手不足が課題である建設産業において、働きやすい環境の整備等による

魅力向上を図るため、これまで試行的に「週休２日取得モデル工事」試行実施要領を定め、取り組

みを進めてきたところ。今年４月、建設産業も含めた時間外労働の上限規制の適用などにより、

一層の処遇改善の推進が求められていることから、市でもそういう建設業の働き方改革をしっか

りと後押ししたい。実施要領の一部を改正することで、公共事業における週休 2 日取得に向けた

取り組みを、10月 1日以降の工事広告、入札から本格的に開始したい。 

関連情報として、電子入札システム運用を 10月に開始する。建設業者の利便性の向上を図ると

ともに、競争性・透明性を高めるために導入する。入札から開札までの手続きを、インターネット

を利用して電子的に行えるようにしたもので、県の電子入札システムの共同利用を行う。 

④ MITSUKE Meet 

  東京エリアにいる見附出身者や見附ゆかりの方たちとの交流イベントはこれまでも開催してき

たところ。今回特に若い世代の方たちとの関係をさらに深めたいとの思いから、35 歳以下の方た

ちを対象とした交流イベントを開催。私自身も参加し市の紹介や交流をすることで、主に関係人

口の増加につなげていく。今後冬の時期にも開催予定。実施状況を見ながら拡大あるいはやり方

も工夫しながら継続していきたい。また、1週間後になるが、年間開催している「東京みつけデー」



についても取り上げていただければありがたい。 

⑤ 大平森林公園ドッグランプレオープン 

  大平森林公園については、これまでも豊かな自然を活かし親子をはじめとする多くの方が出か

けたくなる環境整備を進めてきた。今回、大平森林公園の魅力をさらに前進させる取り組みの１

つとして、園内にドッグランの整備を行いプレオープンする。すでに 9月 20 日に改修し 11月 30

日まで。大事なのは整備だけでなく、多くの皆様に良さを知っていただくこと。記者の皆様のお

力も借りながら周知に努めていく。 

⑥ EG多言語音声ガイド開始 

  今年５月、英国の国民的園芸競技会「ブリテンインブルーム」における英国外で初めての「ゴー

ルドコミュニティ賞」受賞もあり、みつけイングリッシュガーデンに、より多くの方々からご来

園いただき、今年は昨年よりも来園者数が増えている。 

  ご来園の方からは、園内の解説を行ってほしいとの声があるほか、外国人の方々の来園も多く

みられるようになった。既に 8月 24日から多言語音声ガイドの運用を開始している。 

⑦  女子軟式野球大会 

  見附市ではスポーツや芸術活動の合宿や大会などで、市外から見附市にお越しになった方々へ

のおもてなしを強化し、市内の地域経済活性化や見附市とのつながりを深める関係人口の増加を

目的とした「スポーツツーリズム推進事業」を展開している。 

その関連として、今回、毎年見附市で開催されている女子軟式野球大会「ミズノカップ」が行わ

れる。この大会の開催運営費などを支援し、一層大会を盛り上げたい。今回のミズノカップは中高

生による女子軟式野球大会でこのクラスの大会は県内唯一。今年 2 月に設立した市内初の女子野

球チームが初参加する。多くの市民から応援に来ていただきたい。参加チームの滞在により、市内

宿泊施設に約 250泊分が予約され経済効果を生んでいる。 

 

２．質疑応答 

質：新潟日報  

・①番の「ナイトコミタク」について、既に第 1弾をやっていてそのルートが定まっていたと思

うが、そこに対しての市長の評価というか、それはどういったものか。 

答：市長 

・昨年行った「ナイトコミタク」1回目のものについては、まずは夜間の足の対策として何かい

い手は打てないかということで対応させていただいた。コミュニティバスのルート上に各バ

ス停が止まる形で、駅や飲食店から飲食された方、それを自宅方面へと実施させていただいた

のだが、本数的にも遅い時間がなかったというご指摘もあったし予約制ではないので行って

乗れなかったらどうするんだという部分もあった。またコミタクルートでない人たちにとっ

ては全然恩恵ないのではないかというような声も聞いたし様々な課題があったと思っている。

特に飲食店からの利用が少なかった、駅からはそこそこ乗っていただいたが。という部分もあ

ったかと思う。そういったいろいろな課題を踏まえて、今回国の補助制度もあるという情報を

得たので、そういったものも活用しながらシステムをかなり前進させたとは思っている。この



取り組みを今回実証実験でやらせていただきたいと思う。 

質：新潟日報  

・第 2弾に変えたことで、どういった効果が一番見込まれると思うか。 

答：市長 

・駅の利用者の方は、予約しなくてもそこに居れば乗れるだろうということになるかもしれな

いが、飲食店で飲まれた方、飲食された方というのは少し乗り場から離れているとなかなか利

用しようという形にならない。本当は飲食された方は、よりタクシーの方が便利というのは当

然だが、それでも少しでも足があればと。飲食店に居る方が使っていただき、最近飲食店から

足が遠のいてるという市民の方に利用していただく。週末限定にはなるが、基本的に一番不足

してるのは金曜日、土曜日だというふうな情報も得ていますので、週末にどんどん夜の飲食店

を活用いただき地域の経済活性化に繋がればと思う。 

質：新潟日報  

・どうしてこの秋の時期に開催し始めようとなったのか。 

答：市長 

・できるだけ早くやりたかった部分あったが、国の補助金をということで申請の手続きもあっ

たし、飲食店との調整とかいう時間もあった。また昨年度やった課題を分析し、今後の検討も

あり、又たまたま国からの補助という情報も得て、様々な調整をした結果できるだけ早くやる

という観点からこの秋からの開始となった。 

質：読売新聞  

・前回はどのくらいの利用があったのか。 同様の自治体ライドシェアと似てるということだが

何が違うのか。 

答：市長 

・数は担当から聞いていただければと思う。「自治体ライドシェア」、基本的にこれも制度上の時

間情報収集を使っているので自治体ライドシェアと言えるのですが、どちらかというと自治

体の各地で一部始めてられるのは、要は 2 種免許を持たない方に運転をしていただくといっ

たことを、自治体の方で運行していくという方法を主流でやられてるのかなと思っている。国

の制度を使ってやることは一緒だが、今回の運転手は 2 種免許を持ったタクシー会社の方に

運転していただくのでそこは大きく違うかなと。安心感ということもあろうかと思うが、そこ

は大きく違うとは思っている。オンデマンドみたいな形でやる部分についても、他の自治体で

やっているライドシェアではタクシーに近い形で運行しているところが多いのではないかと

私自身は理解している。何かその辺補足があれば担当、お願いする。 

答：都市環境課長 

・前回の人数ですが、12 月 15 日から 1 月 20 日の間 12 日間運行し 34 人入車、１日あたり 2.8

人ということだった。先ほど市長からも話があったとおり、飲食店というよりは見附駅から乗

る方が非常に多かったというふうに聞いている。 

他の自治体ライドシェアとの違いについて、少し補足をさせていただくと最近の傾向として

は通常のタクシー的な運行のところにいわゆる 2 種免許を持たない一般の方、当然いろいろ

事前確認をして登録していただいてということになりますけれども。そういうような運行が



最近増えてきている中で、見附市は、運転はタクシー会社さんに依頼をするので 2 種免許を

持っている方というところが違うところでもある。今回我々の方で乗り合いという形でやる

ので、できるだけ少ない運転手の方でより多くのニーズを拾っていこうというような仕組み

というところが、他市でやっている取り組みとは若干異なるのかなというふうに考えている。 

 質：読売新聞  

・これは今回第 2 弾をやるわけだが、補助金がなくなることは想定される。この情報について

考えはあるのか。 

答：市長 

・この補助金全てではないが比較的イニシャル、初期投資の部分に導入している。それ以外の運

用の部分にも入ってはいますが、比較的初期投資もあるのでそこのところは使っていこうと

いうふうに思っている。ただ、もちろん将来的な負担というのもあるので、今後補助金がなく

てもということについては、今回の実証実験の結果を踏まえてこれが有効だということであ

ればどのくらいの負担がかかり続けるか。同じような負担で一番初期のシステム、AI を使っ

たオンデマンドの部分の初期投資については、今後かからない部分もありますので。そういう

ところも踏まえて総合的に考えながら、継続については検討していきたいというふうに考え

ている。 

質：読売新聞  

・今回の補助金が全額ということだと推測しますが、いくらぐらいかかっているのか。 

答：都市環境課長 

・補助金は全額ではなく、一部市の負担もある。6月の補正予算に計上している、そのときの予

算額からかなり絞ってきてるところもある。最終確定していないので予算額で言うと事業費

として 1,100 万円。国の補助金と運賃収入を合わせて 1,000 万円ということで、今回の実証

運行に関しては予算上一応市の持ち出しは 100 万円でやらせていただくという形になってい

る。 

質：読売新聞  

・100万円で 1,100万円の事業ができる。国の補助金が 1,000万円。 

答：都市環境課長 

・国の補助金と運賃収入も入っているので合わせて 1,000 万円の収入ということで、持ち出し

は一応 100万円ということで予算上は組み立てしている。 

質：朝日新聞  

・今の見附の夜の飲食店の現状は、例えば 10 時とか 11 時になると全くタクシーがいなくなる

とか。そうすると飲むのもやめてしまうとか。今そこはどういう状況にあるのか。 

答：市長 

・いろいろな声を聞いてる中での話しではあるが、タクシーはあるにはあるのだけど、今見附は

2社あるのだが、夜 8時以降は 1社になるので、ゼロではないが、かなり台数が少なくなると

いう現状。それもあって捕まる日には捕まるが、やはり宴会が集中するような日によっては捕

まりづらいという声がある。飲食店からもタクシー少ないねと、だから捕まらない日もあるよ

ねという声を聞いている。 



質：朝日新聞  

・1日 3便の 23時 30分が最後になるので、飲めるとなると少し前までであれば安心して…とい

うことになるのか。 

答：市長 

・はい。実は前回が確か 10時台、最後が 10時位。日によっても違うが下手したら 9時台。9時

とか 10時台に終わるような便の日もあった。行き先によっては 9時までしか飲めないと言わ

れそれだけは解消できればと。11 時半にすればかなり飲めるのではないかというふうに考え

ている。 

質：朝日新聞  

・その辺はだいぶ状況が変わるわけだ。 

・これは実証実験をやって実証運行をやって、そのうち本格運行ということで考えているとい

うことか。 

答：市長 

・もちろんこのまま本格運行に行く可能性もあるが、まだ一応実証実験、実証運行という段階。

この結果を踏まえて次の手をどう打つか、このままいく可能性も含めて検討していきたい。 

質：見附新聞  

・先ほど市長も言われたように、昨年の状況は長岡市か三条市で飲んできた人たちが、あるいは

仕事で遅くなってきた人たちが、タクシーが無い中でこれを使って帰ったというのが主体だ

ったように記憶している。コミュニティバスの最終便よりもこの便が遅かったので長岡で飲

んで帰ってくる人たちは一列車遅くても大丈夫になったという状況があったと思うが、これ

は JRとの接続がどうなるのか。見附や今町で飲んでる人たち、どちらかというと今回そちら

のシフトが非常に強くなってるイメージがするのだが。 

・これは 1 時間前までに予約をしてもらい、いわゆる AI がそれに応じて 2 台をうまく使って、

例えば出発の場合、1台は今町エリアからスタートしてもう 1台は見附エリアからスタートす

るみたいな形。例えば 2人申し込みの場合、今町と見附の人がいれば、1人 1台ずつでスター

トみたいなイメージでいいのか。 

答：市長 

・おそらく基本的に駅の時間設定についても配慮しながらルート設定がされるというふうには

考えている。細かい補足があればお願いする。 

答：都市環境課長 

・2台用意しているので一番効率的な利用者数であるとか、予約の乗車場所、降車場所の位置状

態によってうまく切り分けてルート設定をしていくという形になるかと思う。 

・駅の接続という部分については、事前に調べてみたが駅で降りた方が利用するにはある程度

上手く時間設定できるのだが、駅から列車に乗るということになるとそのときの予約の状況

によってかかる時間が異なる。いわゆる大勢の方が予約をしていると当然あちこち行くので

到達するまでの時間がかかる、予約が少なければ直ぐに行くこともあるので。その辺はこの事

業の課題というか、この実験をやりながらまた分析していきたい。 

質：見附新聞  



・駅の接続の件を何故申し上げるかというと、ずっとタクシーが少なくなってる時にどういう

問題があったかというと、帰ってくる時はまだいいのだが、例えば、よそからお客さんが来て

る、飲んで話してる時に何時の電車に乗らなきゃいけない、何時の見附駅発に行かなきゃいけ

ない、何時の新幹線に乗らなきゃいけないという時にタクシーが手配できない、間に合わない

という問題があったはず。そこのところがやはり気になるのでポイントとして見ておいてい

ただきたい。 

・この時間はタクシー会社 1 社なので中越交通さんへの委託になると思うが、前回はその時間

帯は運転手さんが 1 人でよかったわけだが今回は 2 人になる。そのことで夜のその他のタク

シーが 1台減るということはあるのか、ないのか。 

答：市長 

・まず後者の部分については、私はないと。そこを確認した上でこの事業を中越さんとやってい

るので。そういうふうに聞いている。タクシーが減ることはないよねと。 

質：見附新聞  

・すいません、確認しとかないとさっき言ったような問題が。いいのだけれど、外から来た人か

らかえって不評を買うというか。それ以外にもいろいろあるのだけど、そういうふうなことが

起こり得たら嫌だなと思ったので、あえてこんな質問をさせてもらった。 

答：市長 

・もちろんそういったことがないことを確認の上でやらせていただいている。実際にどのよう

な運航するかはやりながら見ていく必要があるけれども、そんなことがないように調整して

いきたい。 

質：見附新聞  

・夜間のこととはちょっと異なるのですが、ライドシェアという中で、実は勝手に期待をしてい

たのは、昼間の各地区からの乗り合いのデマンドタクシーのところにこのライドシェアを持

ってきたら面白いなと。何故かというと、事例としては多くないのですが、見附で宿泊し朝駅

まで行き新幹線に乗ろうという時に、タクシーを頼むと稀にデマンドにタクシーを取られて

運転手がいないので行けませんという、そういうパターンがあって。そうすると、そこの社長

や社員が慌てて車を出してきて、というふうなのがあって。個人的に勝手に思っただけの話だ

が、そこのところに 2 種免許のない人たちが運転出来て運転してという、本来のライドシェ

アの形を持ってこれたら面白いなと思ってたのだが、その辺市長どうか。 

答：市長 

・そういった課題もあることは聞いている。まずは今回この一手を打たしていただき、できると

ころからやっていく。他の自治体がやっているライドシェアを全くやらないというふうにも

思っていないし、その辺の動向も探っているところ。ライドシェアが動く前に私はこのシステ

ムを準備していたので、まずはこれをやりましょうという部分があるし、させていただきた

い。実は夜間だけでなく今のデマンドタクシーも含めてまだ課題があると思っている。周辺部

の足がそれでいいのか、バスも走ってないよと。そこもこれから考えていかなければならな

い。そのデマンドタクシーのあり方とあわせて今回 AIを使うほか、こういうシステムを 1回

導入してみて、その使い方も併せて次のことを並行して考えていかなければいけない。 



質：見附新聞  

・こんなことを申し上げるのはタクシー会社の内部が僕はわかるわけでも何でもなく、運転手

さんの全体の配置を考えたときに、朝のそこが少し軽くなれば全体のバランスが取りやすい

かなと勝手に思ってたので。そこは今後の取り組みをまた注目していきたい、よろしくお願い

したい。 

質：読売新聞  

・③番の「公共工事における週休 2日取得」について、このことで市の負担は発生するのか。 

・同様のことを実際しているのはあるのか。 

答：市長 

・2点目の方は、もしわかれば担当から答えてもらえばと思う。1点目については、先程も少し

申したが市の負担は少し増える。今までモデル事業の時もそうだったが、週休 2 日制を行う

ことにより市の負担はやはり少し増えることにはなる。それでもやはり適正な価格をみると、

工事においてという観点では、私は必要なことだと思っている。そのことで事業費全体が増え

るかということとは別問題で、しっかりと必要な経費を見てあげるという観点からである。 

答：建設課長 

・他の自治体の取り組み状況だが、県の発注工事とか、新潟市、長岡市、三条市、上越市など比

較的大きい規模の自治体の方ではもう既に始まっている。今回見附市でもこういう他の自治

体の動きに合わせ、10月 1日から週休 2日の取得に向けて動き始めるという形で考えている。 

質：朝日新聞  

・週休 2 日制になるということは、建設作業をされる方が週休 2 日制になるということで、工

事も週休 2日になるということとは違うという理解で良いか。 

答：建設課長 

・あくまで工事現場をお休みするという形になる。例えば、工期が 3 ヶ月間ある中でその工事

の現場作業を週 2 日 4 週 8 休という内容で、現場作業をお休みいただくということに取り組

んでいただく。 

質：朝日新聞  

・単純には言えないが、市民の側からみると、例えば土日は公共工事が行われないみたいな感じ

になるのか。 

答：建設課長 

・その現場の進捗状況によっては、必ずしも土、日でお休みを取れない場合もある。そういう場

合は、代わりに平日お休みいただくという取り組み状況を、工期全体を通して確認させていた

だき、先ほど申し上げた 4週 8休という形で休みが取れていれば達成したと判断する。 

質：朝日新聞  

・それは見附市が発注する公共工事ということか。 

答：建設課長 

・はい、そのとおり。 

質：見附新聞  

・工期の設定自体も週休 2日を前提にして設定されるということか。 



・金額達成した場合の金額補正ということが書いてあるが、元々の予定価格を設定するときに、

当然この 4 週 8 休でやるという前提で公示価格が設定してありそこに入札の請負価格が決ま

る、4週 8休の前提で。例えばそれが達成できなければ最終金額が確定する段階で補正、とい

うのは、設定が下がる可能性があるという意味で良いか。 

答：建設課長 

・4週 8休に取り組んでいただくという形で、当然諸経費率とかそういうものも計算されて発注

されるので、工事を進めていただいて、完了時点で週休 2 日が達成できているかいないか確

認させていただく。できていなかった場合は、減額の変更契約を取り交わさせていただくとい

う形になる。 

質：見附新聞  

・その減額の基準とか割合とか、そこは今ここでは言えないか。 

答：市長 

・その辺りは細かい点なので後ほどにさせていただければと思う。 

質：見附新聞  

・でも「減額になる」ということは確定で良いか。 

答：建設課長 

・はい、「達成できなかった場合に」だが。 

質：新潟日報  

・④番の「MITSUKE Meet Up」について、東京にいる人などに見附に戻ってきてもらうのが一番

のいい形だと思うが、そもそもこのイベント自体を知らないと参加するきっかけがないと思

うが、どのような形でこのイベントを PRしていくのか。 

答：市長 

・元々見附サポーターという方がいて、今まで見附に少し軽い形での繋がりというのは持って

いて郵送等の形でやり取りをしていた。そういうところに今回ご案内をしているし、色々な伝

手があり様々なルートでご案内をしたところ。いずれにしても色々な人に会を知ってもらう

ことが大事なので、ぜひとも皆さんに取り上げていただけたらと思うし、様々な形で広報して

いきたいと思う。細かい点で担当から補足があればお願いする。 

答：地域経済課長補佐 

・若い方向けということで職員の知り合いなどを通じて PRしたり、様々な事業の中で得た若い

人たち向けに情報を届けている。 

答：市長 

・いずれにしても広報のあり方を色々と考えていかなければならないことは事実。1回やってみ

てその反省も踏まえて考え対応していかなければならない思っている。 

質：新潟日報  

・見附市に興味のある方がいろいろ相談しに来る場所でもあると思うが、市としても見附に半

分興味のある方からどんなことを聞き出したいとか、見附市の中でどんなふうに生かしてい

きたいとか、イベントで市として得たいものとか、どんなふうに考えているか。 

 



答：市長 

・まず一つは見附のことを知っていただこうかというふうには思っている。また見附、こんなま

ちだよと。もしかすると最近の動向等も含めて知らない方もいらっしゃるというふうに思う。

知っていただくということが一つあろうかと。 

もう一つは、参加者の中には見附に関わろうと思う方もいられると思うので、若い視点で、も

っとこういう手を打ったら見附に人が来るのではないか。移住だけでなく観光交流も含めて、

そんな思いやアイディアを現地でお聞かせいただければありがたい。もし良いものがあれば

市政にも生かしていきたい。 

質：見附新聞  

・⑧番の「その他」について、昨日 9月議会が終わり最終日、私と日本共産党さんしかいなかっ

たのだが、旧寺師医院の活用についてあのような形で付帯決議がついた。新潟日報さんには既

にコメントを示されているが、その付帯決議がついたということについて市長の感想はいか

がか。討論、付帯決議の質疑、それから付帯決議に対する討論全般、討論の中でいろいろな意

見も示されたようだ。最終日は市長が答弁に立つものではないので聞きおき、議会側がどう判

断するかになるわけだが、その辺市長の率直な感想をお聞きしたい。 

答：市長 

 ・まずは 9 月議会で補正予算が可決しほっとしている。その中でも今ご指摘のあった市民活動

の施設が予定通り運営開始されるよう準備していくこと、事業を執行していくことが大事と

思っている。 

  我々としては様々な考え方に基づき資料を持って提案をしたところではあるが、そんな中

でついた付帯決議については真摯に受け止め、いただいた決議の内容について精査した上で

事業の実行、その他も含めて市政運営全体に反映していきたい。 

  討論、質疑等を聞いてということだが、様々なご意見をいただいたと思っているのでその中

で出てきた意見。我々も反論した部分もあるし、私の考えもしっかり述べた。委員会も今回就

任以来始めて出席した。そんな中でできるだけ自分の考えを述べ、伝えることができたことは

良かったと思う。 

質：見附新聞  

・そうした中で市長もご自身の考えをいろいろ伝えて、ということだが、本紙の中でも指摘した

が、これは議会側にも問題があると私は思っている。初日の議案上程時に何も誰も質問せず、

終わった後の 1 時間半余りに及んだ市長と議会との非公開の勉強会の場で、市長はある意味

議員の皆さんからすれば熱弁をふるわれたと。非公開だったので何となく外で雰囲気しか感

じられませんでしたが。 

  総務文教委員会の中で最初に「市長の思いは」という総括的な質問があり、市長は議員から

出てくる質問を、要するに非公開の中で聞かれて出てくるであろうと思われるような項目を

全部答えられてしまった。聞いた側としては、もうこれで質疑終了と思った。 

  議案上程前なら良いが議案上程後にあのような形で非公開でおやりになるということは、

そこには異議あり。確かに市長にしてみれば議会に呼ばれたからと言われるかもしれないが、

言い換えれば上程時に全部意見として質問してほしいと言えば済んだ話。改めて市長の見解



をお聞きする。 

答：市長 

・議会の運営について私が申し上げる立場にはないと思っている。確かに事前に呼ばれ、私も公

開で堂々とやればいいという思いを持った中で「非公開で」と言われたのでそうなのかと。 

ただ、思いを話す機会をいただければありがたい、そのくらいの考えでお話した。 

基本的に総務文教委員会のときに謳った内容とほぼ同じで最初から同じ内容を申し上げてい

る。言っていることは冒頭に申し上げたものと一緒。少しは変更している部分、言い換えたり、

加えたりする部分もあるが同じ思いを話している。 

質：見附新聞  

・渡辺副議長と市長の何か阿吽の呼吸で、審議のほとんどは最初の答弁で終わってしまったと

いう印象は持っている。これは私見でしかないがそこは申し上げておく。それと付帯決議の三

つの事項、これは法的な拘束力があるわけではないが、市長の答弁としては真摯に受け止め

て、ということを想定していた。特に 2番目の問題「工事範囲や改修内容、安全性に考慮した

上で再度精査し今回議決された予算の執行を必要最低限の予算にとどめること」、これは市と

して必要最低限で、と市長説明している。今後入札があり手続きを進めていく上で、最初にか

かってくるのはこの 2 番目のことだろうと思う。この件について役所が市として絶対議会の

言うことを聞いて何かしなければならないということでも無く、絶対的な拘束力は無いわけ

だからそのままでもいいかと思うが、何か対応というのはあるのか。市長としては早くやりた

い事業だと思う、ここをどう考えるか。 

答：市長 

・もちろん早くやりたい事業ではあるし、付帯条件を絶対やらなければならないという義務は

ないが、こうして決議を付されたわけだからしっかりと再検討はしなければならない。やるか

どうかは別にしてだが、もう一度検証して安全確保しながら削れるかどうか、もう少し削れた

らもう 1 回削った形も含めてやらせていただくということもありうるし、そのままでの可能

性もゼロではないというふうに思う。 

質：見附新聞  

・今市長が言われて今後検討していくだろうが、入札前に議会に何らかの返答をされると受け

止めて良いか。 

答：市長 

・決定した考えはないが、何かご説明しなければならないのかなと、今検討してるところ。 

質：見附新聞  

・火事の関係で、今後議会がどのように物言ってくるのかと思っている。時々現場の様子を見に

行っているが、地元の安全対策というか非常に危ない感じが懸念される。子供が入ったり、い

ろいろな人たちがあそこを通ったりしている。入らなければ危なくないので完全に瓦礫にな

っている所は良いが、まだ建物が残っていて、何か少しあればガス管などが崩れてくるかもし

れないという所がある。時間が経てば経つほどそういうことがあると思う。 

昨日、消防の方である程度の対策が打たれたと思う。これは本来被災者側がやることかもし

れないが、何かあった時に市としても責任を問われかねない部分がある。二次災害、その辺の



ところはやはり万全を期して欲しいという、周辺の声があるがいかがか。 

答：市長 

・支援の話で、瓦礫の撤去費も市がまとめてやるということ、市が今回の規制の対応をしたこと

も含めて、ある意味本来被災者がやるところではあるが、我々も急がなければならないという

ことでの市長特例という形だと思っている。いずれにしても被災者と寄り添っていかなけれ

ばならない、声を聞いていかなければならないと思う。今区長さんを窓口にしてコミュニケー

ションを取っているので、何か問題があれば様々な形で出来ることはしていきたい。 

質：見附新聞  

・これも私が言うことではないのだが、既に 1件、撤去作業に着手をされた家がある。市からの

働きかけもあり共同という形で。今概ね同意書が取りまとまった様子。自分でやると言って既

に手をつけられたところがあるので、諸々色々な意味でスピードアップをしていただかなけ

ればならないだろうし、市がどこまでやるかというのは線引きの問題もあると思う。 

そういう状況にあると思うので、ぜひ市からも意識していただきたい。そのことは申し上げて

おく。 

答：市長 

・しっかりと受け止めさせていただく。既に撤去が始まっているという話、議会の情報、スピー

ド感も含め、我々もこの情報把握に努めていきたい。 

今日の見附新聞の記事によると、議会でも要望を含め検討されていると。その場合は議会の要

望も踏まえていろいろ検討しなければと思う。スピード感を持って対応していかなければな

らないと思う。 

 


